
はじめに

2005 年 2 月は, 19 歳の女性ゴルファーの海外

での活躍が大いに注目を集めた｡ 海外ツアー初優

勝を目指して臨んだ豪州トーナメントでは, 1 打

及ばず惜しくも 2 位に終わったが, このとき, 優

勝賞金の 990 万円に対して 2 位賞金は 650 万円で

あり, 1.5倍以上の格差があった｡ プロゴルファー

にとって, 優勝とは家族やファンの期待に応え,

また今後のプレーに自信を与えるものであろうが,

一方でこうした賞金構造が, より上位の成績を目

指す誘因 (インセンティヴ) になっていることは

想像に難くない｡ 本稿では, 近年の米国における

理論的・実証的研究の紹介を通して, ゴルフ競技

の持つ経済学的な意味について考察したい｡

経済理論におけるゴルフ競技

スポーツが選手間あるいはチーム間の競争を前

提とする以上, 市場競争モデルに立脚する経済学

もまた, スポーツの分析を通して, 効率的かつ高

い成果を引き出すシステムに深い関心を寄せてい

る｡ ここで紹介するゴルフは, 個人競技を基礎と

するスポーツであり, マラソンや自動車レースな

どと並び, 標準的なコンテストモデルを考察する

際の格好の素材となっている｡

一般に, 個人間のコンテストモデルでは, 主催

者が提供する賞金の水準と構造が参加者の最適な

努力水準にどのような影響を与えるかが検討され

ており, 選手の能力が対称的で (バランスがとれ

ていて) 1 位賞金のみという最も単純化されたケー

スに加え, 能力の非対称性 (勝利を得るために必

要な努力量が個人間で異なる場合) や複数賞金制 (2

位以下にも賞金を設定する場合) を考慮した拡張さ

れたモデルが提示されている(Szymanski (2003))｡

これらの理論モデルの解から, まず, ①能力が対

称的であれば, 賞金総額が高いほど個人と全体の

努力水準が高まることが明らかにされている｡ 他

方, ②能力が非対称な場合にも, 参加審査などを

通じて参加者の ｢勢力の均衡｣ を保障すれば, 賞

金水準が努力を引き出すことが示されており, そ

の際, 能力差が小さい場合には賞金額の格差を大

きく設定し, 能力差が大きい場合には格差を小さ

くすべきであることが理論的に導き出されている｡

実際のゴルフ競技の構造は, 極めて理論に整合

的である｡ 事実, ツアートーナメントでは, 過去

の成績などに基づいた参加資格による選抜と本戦

における予選カットが行われ, 決勝ラウンドの競

技者の勢力均衡が図られている｡ また, その賞金

構造は, 図に示すように, 順位を上げた場合の限

界的な収益は下位者より上位者のほうが大きくなっ

ており, 理論が示す格差の大きな賞金構造に類似

している (その結果, ゴルフ選手間の年間獲得賞

金の格差は極めて大きい (Scully (2002))｡

トーナメントのインセンティブ効果

ゴルフにおけるトーナメント構造が理論に適合

的であり, また最終的な順位と賞金に直結するス

トローク数が選手の努力水準の代理指標とみなせ

ることから, 米国では, トーナメント構造のイン

センティヴを検証する素材として, ゴルフを対象

とした実証分析が進められている｡ なかでも ｢トー

ナメント理論をテストした最良の分析｣ (Lazear

(1995)) と言われるのが, コーネル大学の
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である (Ehrenberg and Bognanno (1990a；

1990b))｡

彼らは, 1984 年のアメリカ男子プロゴルフツ

アー (前掲, (1990a)) と 1987 年のヨーロッパ男

子プロゴルフツアー (前掲 (1990b)) の 1 年間の

データを用い, 参加選手を優先的な参加資格を持

つグループ (exempt) と二次的なグループ (non-

exempt) に区別した上で, 大きく二つのインセ

ンティブ効果を検証している｡ 第 1 は, ツアーの

賞金総額が参加選手の最終スコアに及ぼす効果で

あり, コースの難易度や天候, 各選手の普段の能

力 (1 年間の平均スコア), 全参加選手の能力など

を制御すると, exempt については, 予選通過後

ほど, 賞金水準が最終成績にプラスの影響を与え

ることが明らかにされている｡ 第 2 は, 賞金構造

が予選通過後の最終日の成績に与える影響であり,

(最終日までのスコアを所与とすると), ここでも

exempt については, 順位の変動による限界的な

収益 (損失) が大きいほど, 最終日の成績を伸ば

すことが示されている｡ なお, これらの結論は,

考えられうるさまざまな問題 (セレクションバイ

アスやトーナメント固有の効果) を考慮しても, 大

きな変化は認められなかった｡

このように, ｢より有能な個人ほど金銭的なイ

ンセンティヴに敏感である｣ 一方, ｢現時点で平

均能力が劣る個人は, その時点の賞金水準ではな

く, 将来の賞金競争に参入するための exempt の

地位獲得に向けた競争を行う｣ という彼らの推定

結果は, 労働市場におけるトーナメント理論に多

大な影響を与えている｡

他方, 発揮された成果 (スコア) と報酬 (獲得

賞金) に関するデータが利用しやすいことから,

男女間格差や年齢間格差についても実証研究がな

されている｡ このうち, 米 PGA (男子) と米

LPGA (女子) ツアーのデータを用いて賞金総額

の格差を検討したShmanske (2000) は, 両ツアー

間の賞金格差が, 観察される競技スキルの差で説

明できることを示している｡ さらに, Rishe

(2001) は, 米 PGA ツアーのうち, 50 歳以上の

プロ選手で争われるシニアツアーと 49 歳以下の

ツアーについて同様の検討を行った結果, シニア

ツアーでは競技スキルに対する収益率が相対的に

低いことが両ツアーの間で賞金格差を生じている

とされている｡ この結果の解釈には, ツアーに対

する需要 (TV 視聴率とスポンサー料) の差や, ツ

アー日数と賞金構造 (機会費用) の差が指摘され

ており, トーナメントモデルの設計が異なる場合

には, 同一の成果でも収益率に差が生じることを

示す結果といえる (ただし, シニアツアーでもイン

センティヴ効果は確認されている (Ehrenberg and

Bognanno (1988))｡

おわりに

｢より有能な個人ほど金銭的なインセンティヴ

に敏感である｣ とする, ゴルフトーナメントにお

ける実証結果は, 一般の労働市場のなかでも, 組

織内の順位や相対的な成果の水準が報酬に直結す

る職種 (Ehrenberg と Bognanno は, 企業役員や若

手大学教授, 営業職を挙げている) の報酬システム

について, 極めて実践的な示唆を与える｡
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ただし, これまでの実証研究は, 所与の賞金水

準・賞金構造における成果発揮という供給サイド

の分析にとどまっている｡ 事実, スキルへの収益

率に差がある二つの賞金システム (米 PGA ツアー

のシニアツアーと 49 歳以下のツアー) は, 他方で

共にインセンティヴを持つことが示されているも

のの, どちらがより効率的かはいまだ論じられて

いない｡ そのため, 需要サイドの行動を考慮した

うえで, 最適な報酬水準と報酬構造を検討する余

地が残されている｡
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